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６
月
１
日（
金
）か
ら
６
月
７
日（
木
）は「
水
道
週
間
」で
す

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
資
源
や
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
週
間
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
前
に
、
村
の
水
道
事
業
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
。
毎
日
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
水
道
事
業
で
す
。

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

水
道
が

う
る
お
す

日
々
の

健
や
か
さ

※写真は中央簡易水道の水源・大井戸
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特 集 水道がうるおす日々の健やかさ

水
道
水
が

家
庭
に
届
く
ま
で

本
村
の
水
道
は
、
北
部
、
中
央
、
南
部
、
東

部
の
４
つ
の
簡
易（
か
ん
い
）水
道
（
用
語
参
照
）

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
北
部
は
生
越
の
清
水
の

井
戸
と
湧
水
、
中
央
は
糸
井
の
大
井
戸
の
湧
水
、

南
部
は
永
井
の
渋
川
市
赤
城
町
側
の
井
戸
、
そ

し
て
東
部
は
沼
田
市
利
根
町
の
国
有
林
と
関
屋

工
業
団
地
付
近
の
井
戸
か
ら
取
水
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
給
水
地
域
は
左
の
図
①
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
水
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し
て
い
る
浄
水

場
で
消
毒
を
し
て
か
ら
配
水
池
に
た
め
て
、
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
へ
配
水
し
ま
す
。
特
に
東
部
は

表
流
水
の
た
め
、
膜
ろ
過
と
い
う

特
殊
な
施
設
（
用
語
参
照
）
で
、

慎
重
に
浄
化
し
て
い
ま
す
。
各
簡

易
水
道
の
給
水
状
況
は
左
の
表
①

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
か
ら
、
村
全
体
で
は
一

日
に
給
水
さ
れ
る
総
量
は
平
均
で

３，

３
８
１
ト
ン
、
使
用
さ
れ
る

量
は
平
均
２，

７
１
５
ト
ン
に
な

り
、
25
×
15
メ
ー
ト
ル
で
深
さ
が

１
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
に
換
算
す

る
と
、
お
よ
そ
7.2
杯
分
に
相
当

し
ま
す
。
ま
た
、
一
人
当
た
り
の

使
用
量
で
は
一
日
に
平
均
で
お
よ

そ
347
リ
ッ
ト
ル
の
水
道
水
を
使
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
道
施
設

の
稼
働
状
況
は
、
役
場
に
設
置
し

て
あ
る
装
置
で
一
元
管
理
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
異

常
な
事
態
が
発
生
し
て
も
、
皆
さ

ん
の
使
用
に
支
障
が
で
る
以
前
の

段
階
で
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
消
毒
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
だ
け
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

管
理
し
、
調
節
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
飲
食
に
利
用
す
る
水
道

水
は
、
常
に
安
全
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
村
で
は
、
毎
年
度
、

水
道
水
の
水
質
が
法
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
し
、
安
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
「
水
質
検

査
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
則
り
、
水
源
と
浄

水
場
か
ら
配
水
さ
れ
る
水
道
水
に

つ
い
て
、
毎
日
、
各
水
道
施
設
か

ら
送
ら
れ
る
情
報
に
異
常
が
な
い

か
確
認
し
、
月
に
１
回
、
成
分
を

詳
し
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

▼
水
質
検
査

，

，

用
語
の
解
説

▼
簡
易
（
か
ん
い
）
水
道

計
画
給
水
人
口
が
101
人

以
上
で
５
　
０
０
０
人
ま

で
の
水
道
。
そ
れ
以
上
の

上
水
道
と
、
同
じ
シ
ス
テ

ム
で
、
同
質
の
水
を
供
給

す
る
。

▼
膜
ろ
過
施
設

原
水
を
、
筒
に
入
っ
た

膜
の
中
を
通
り
抜
け
さ
せ

て
汚
れ
を
取
り
除
い
て
浄

水
を
作
る
設
備
。

▼
村
指
定
工
事
店

村
の
指
定
を
受
け
た
給

水
装
置
工
事
事
業
者
。
村

の
諸
規
定
を
守
り
、
適
正

な
工
事
を
実
施
す
る
。

，

水道名
現 　 　 在
給 水 人 口
（人）

給 水 戸 数

（戸）

年 　 　 間
総 配 水 量
（㌧）

平成17年度
有 収 水 量
（㌧）

一日当たり
平均給水量
（㌧）

一 人 一 日
平均使用量
（㍑）

南　部
中　央
北　部
東　部
（関屋工業団地）
計

803
3,681
1,377
1,970

0
7,831

228
1,188
393
629
8

2,446

109,646
556,126
199,719
347,265
21,219

1,233,975

69,992
473,264
134,098
293,933
19,719
991,006

300
1,524
547
951
58

3,381

239
352
267
409
－

347

表①　各簡易水道の給水状況 （平成17年度末）

図①　給水地域図
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皆
さ
ん
が
使
用
さ
れ
た
水
道
の

料
金
は
、
３
カ
月
ご
と
に
メ
ー
タ

ー
の
検
針
を
し
て
、
基
本
料
金
と

超
過
料
金
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
の

合
計
額
に
消
費
税
を
加
え
た
額
と

な
り
ま
す
。

左
の
表
②
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
カ
月
分
の
使
用
料
の
う
ち
、
基

本
料
金
は
30

ま
で
で
１，

２
０

０
円
で
す
。

超
過
料
金
は
31

を
超
え
50
�

ま
で
、
１
　
に
つ
き
45
円
で
す
。

50

を
超
え
る
と
、
１
　
に
つ
き

58
円
に
な
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
使
用
料
も
３
カ
月
分

で
、口
径
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

一
般
の
ご
家
庭
で
す
と
口
径
13
㎜

が
ほ
と
ん
ど
で
210
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
20
㎜
は
360
円
、
25
㎜
は
390

円
で
、30
㎜
は
570
円
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
合
計
額
に
消
費
税
の

５
％
を
加
え
た
金
額
（
10
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
が
、
１
期
分
の
使

用
料
と
な
り
ま
す
。

村
か
ら
納
入
通
知
書
を
送
っ
て

い
ま
す
が
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
で

も
、
役
場
の
建
設
課
で
再
発
行
し

ま
す
の
で
、お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
に
は
ご
利
用
の
金
融

機
関
で
引
き
落
と
し
が
で
き
る
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

毎日の生活に欠かすことのできない水。
そんな水道の料金はどのように計算されているのでしょうか。また、村の

水道事業費はどのようになっているのでしょうか。

水
道
の
使
用
料
金
に
つ
い
て

，

▼
基
本
料
金
と
超
過
料
金

▼
メ
ー
タ
ー
使
用
料

●ワンポイントアドバイス

漏水かな？そう思った時は･･･

特
集

水道の使用量が前期よりもだいぶ多いのだけど、漏水かな？そう思った時は、水
道のメーターをのぞいて見てください。
家の水道を全部止めてから、メーターの表面のキラキラした丸い小さい窓の羽が

回っていると、どこかで水が漏れていることになります。すぐに村指定の工事店
（用語参照）に依頼し、修理をしてください。
修理完了後は工事店をとおして村に報告をしていただくと、通常の使用より多か

った分の使用料は減免されます。 水道メーター

表②　基本料金と超過料金

基本
料金

30 まで 1,200円

1 につき
45円

1 につき
58円

30 を超えて
50 まで

50 を超えた
場合

超過
料金

水
道
料
金
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

水
道
料
金
の

計
算
方
法
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を
毎
年
、
分
割
し
て
支
払
っ
て
い

る
の
で
す
。

次
に
建
設
、
改
良
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
今
ま
で
の
施
設
を
維
持

し
て
、
し
か
も
将
来
に
渡
っ
た
施

設
の
整
備
を
し
て
い
く
た
め
の
工

事
な
ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。

な
お
、
平
成
19
年
度
簡
易
水
道

特
別
会
計
の
予
算
額
は
１
１
５，

８
１
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
村
内
の
小
学
生
が
村
の

水
道
施
設
を
見
学
し
た
時
の
感
想

の
手
紙
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

水
道
事
業
の
基
本
方
針
は
、
村

の
第
４
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
安

心
・
安
全
で
お
い
し
い
良
質
な
水

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
水
源

の
確
保
と
水
質
管
理
、
施
設
の
計

画
的
な
維
持
管
理
、
防
災
対
策
等

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
事
業
費
に

つ
い
て

▼
今
後
の
水
道
運
営
方
針

■
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
近
く
で
、

水
道
の
工
事
や
水
道
管
に
不
具
合

が
発
生
し
た
時
、水
道
の
係
で
は
、

断
水
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

い
ず
れ
も
、
快
適
な
生
活
を
守

る
た
め
の
工
事
で
す
。
断
水
の
連

絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、「
く
み

置
き
を
し
て
、
断
水
中
は
給
水
器

具
は
使
用
し
な
い
」、「
工
事
の
後

は
少
し
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が

あ
る
の
で
１
〜
２
分
間
、
水
を
流

し
っ
放
し
に
し
て
様
子
を
見
る
」

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
普
段
か
ら
水
道
水
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。
毎

年
夏
場
を
中
心

に
、
渇
水
の
時

期
を
迎
え
ま

す
。
節
水
を
心

掛
け
て
く
だ
さ

い
。

■
各
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
は

年
に
４
回
、検
針
を
し
ま
す
の
で
、

メ
ー
タ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

土
や
資
材
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
の
係

か
ら
の
お
願
い

村
で
は
、
安
全
で
美
味
し
い
水
を
、
安
定
し

て
供
給
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設
け
て
、
水
道
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
原
則
的
に
は
皆
さ
ん
か
ら
頂

く
加
入
金
や
使
用
料
に
よ
っ
て
、
賄
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
今
ま
で
に
作

っ
た
水
道
施
設
の
維
持
管
理
や
、
新
し
い
給
水

体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
経

費
が
か
か
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
、
収
入
が
足

り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
別
会
計
に
村
の
一
般
会
計
か
ら

お
金
を
繰
り
入
れ
て
（
一
般
会
計
繰
入
金
）、

支
出
に
間
に
合
う
収
入
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

村
の
水
道
水
の
料
金
は
、
ま
わ
り
の
市
町
村

と
比
べ
大
変
安
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
税
金
で
約
半
分
を
補
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
美
味
し
い
水
を
、
安
定
し
て
、
し

か
も
安
く
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
飲
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
の
主
な
使
い
途
は
、
ま
ず
、
今
日
ま

で
に
村
全
域
で
水
道
施
設
を
整
備
し
て
き
た
際

に
利
用
し
た
起
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
水
道
の
施
設
や
管
路
の
整
備
に
か
か

っ
た
事
業
費
は
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
全
て
の

世
代
が
分
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

，

〜
見
学
し
ま
し
た
〜

大河原小４年生の感想（東部簡易水道）

東小４年生の感想（中央簡易水道）
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平成19年度が始まりました。村内小学校の新１年生は80人（東小23人、南小45人、大河原小12
人）。このページでは、新１年生に、将来の夢を聞いてみました。

将来の夢サッカーせんしゅ

あ
べ
ま
な
と

くるまやさん

さ
わ
だ
り
ゅ
う
す
け

ケーキやさん

さ
と
う
い
く
や

やきゅうせんしゅ

さ
い
と
う
る
な

ケーキやさん

く
ら
さ
わ
み
う

ケーキやさん

か
と
う
り
な

ケーキやさん

か
と
う
た
く
や

かんごふさん

あ
ら
き
ふ
み
な

サッカーせんしゅ

は
や
し
そ
う
た

コックさん

は
ち
す
か
ひ
か
る
やきゅうせんしゅ

な
か
む
ら
ゆ
う
ま

パーマやさん

つ
の
だ
ひ
か
り

おはなやさん

つ
く
い
り
さ

バレーボールせんしゅ

た
む
ら
ふ
う
か

やきゅうせんしゅ

し
の
だ
か
な
た

おいしゃさん

わ
た
な
べ
あ
み

おはなやさん

よ
こ
さ
か
し
ゅ
う
か

パンやさん

よ
こ
さ
か
し
お
ん

めいしゃさん

や
ま
ぐ
ち
れ
お

やきゅうせんしゅ

は
や
し
と
う
や

ケーキやさん

ま
し
も
み
づ
き

ペットショップのてんいんさん

な
か
じ
ま
ま
ひ
ろ

おにんぎょうやさん

あ
お
き
ゆ
う
な

やきゅうせんしゅ

ま
し
も
け
い
と

ケーキやさん

く
ら
さ
わ
み
ゆ

やきゅうせんしゅ

か
な
い
は
や
と

やきゅうせんしゅ

ひ
ろ
た
て
っ
ぺ
い

とこやさん

こ
い
け
あ
や

おはなやさん

こ
い
け
る
り
か

やきゅうせんしゅ

か
ら
さ
わ
け
い
た

ケーキやさん

ま
し
も
り
あ
ん

ほいくえんのせんせい

す
ず
き
な
ぎ
さ

パンやさん

あ
べ
な
な
み

ケーキやさん

あ
べ
さ
と
し

しょうぼうし

あ
お
き
し
げ
か
ず

な
ま
え（
敬
称
略
）

東小学校

23人

南小学校

45人
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ほいくえんのせんせい

つ
つ
み
ゆ
う
か

サッカーせんしゅ

か
ね
こ
り
く

えかきやさん

た
け
う
ち
み
き

ほいくえんのせんせい

お
お
し
ま
す
ず
な

ケーキやさん

こ
す
げ
ま
な
ほ

やきゅうせんしゅ

よ
こ
さ
か
は
や
と
テニスのせんしゅ

あ
べ
み
い
な

やきゅうせんしゅ

わ
か
く
わ
し
ょ
う
き

ケーキやさん

つ
つ
み
る
な

ケーキやさん

た
け
の
う
ち
み
な
み
うちゅうひこうし

み
ず
お
ち
こ
う
た
ろ
う
やきゅうせんしゅ

ほ
し
の
ゆ
う
と

ケーキやさん

た
む
ら
み
い
な

ケーキやさん

い
な
が
き
あ
や
の
やきゅうせんしゅ

は
ぎ
わ
ら
た
け
と

ケーキやさん

よ
こ
さ
か
は
る
か

ケーキやさん

よ
こ
さ
か
あ
す
か

くるまのデザイナー

お
お
た
か
お
る

パンやさん

も
ろ
た
ま
こ

ほいくえんのせんせい

も
ろ
た
ま
り
も

パンやさん

は
せ
が
わ
り
こ

おはなやさん

ふ
じ
い
な
な
み

サッカーせんしゅ

ご
と
う
ま
さ
き

ケーキやさん

せ
き
が
み
ゆ
な

ケーキやさん

ひ
ょ
う
ど
う
ひ
な
こ
やきゅうせんしゅ

は
や
し
ま
さ
と

サッカーせんしゅ

な
ん
ざ
わ
ご
う
た

ケーキやさん

た
か
や
ま
ひ
な
え

おすしやさん

ほ
さ
か
ま
ゆ

おはなやさん

や
ま
だ
も
え

ケーキやさん

し
げ
の
は
る
か

とこやさん

お
の
す
え

おいもやさん

ふ
る
さ
き
し
も
ん

はたけしごとをするひと

た
か
や
な
ぎ
の
り
ひ
ろ
うちゅうひこうし

い
し
い
と
う
や

おはなやさん

き
む
ら
み
づ
き

やきゅうせんしゅ

あ
べ
け
ん
せ
い

だいくさん

た
け
よ
し
こ
う
せ
い

コックさん

お
く
ざ
き
こ
う
せ
い

やきゅうせんしゅ

し
お
ば
ら
か
い

ケーキやさん

こ
い
け
あ
い
り

パンやさん

し
め
ぎ
ま
な

やきゅうせんしゅ

や
じ
ま
ほ
た
か

たっきゅうのせんしゅ

か
と
う
れ
い
な

やきゅうせんしゅ

か
と
う
り
ゅ
う
や

大河原小学校

12人
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３
月
〜
４
月

春
の
道
路
愛
護
運
動実

施

４
月
８
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
村
内
各
地
区
で
春
の
道
路
愛

護
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
民
の
道
路
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、
道
路
愛
護
の

普
及
宣
伝
を
行
い
、
道
路
の
維

持
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
県
の
同
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

４
月
22
日
（
日
）
は
常
木
地

区
の
皆
さ
ん
が
主
要
村
道
古
宮

追
分
線
沿
い
の
道
路
清
掃
を
行

い
、
関
越
自
動
車
道
ト
ン
ネ
ル

付
近
で
は
、
道
路
脇
に
つ
も
っ

た
落
ち
葉
を
重
機
や
ス
コ
ッ
プ

で
片
づ
け
る
作
業
が
行
わ
れ
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
黙
々
と

作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
村
消
防
団
（
林
公
男
団
長：

団
員
数
309

人
）に
よ
る
春
の
教
養
訓
練
が
４
月
15
日（
日
）、

昭
和
村
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

春
の
教
養
訓
練
は
毎
年
同
時
期
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
訓
練
は
１
日
か
け
て
行
わ
れ
、

午
前
中
は
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署
の
職
員

の
指
導
の
も
と
、
秋
季
点
検
に
向
け
た
後
進
の

訓
練
や
機
械
器
具
の
点
検
な
ど
を
実
施
。
午
後

は
、
ポ
ン
プ
操
法
と
分
列
行
進
の
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
操
法
は
、
昨
年
第
10
分
団
が
全
国
大

会
で
入
賞
す
る
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
お

り
、
こ
の
日
も
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
新

た
に
入
団
し
た

20
名
は
、
的

確
・
迅
速
な
部

隊
活
動
習
得
の

た
め
行
進
な
ど

の
基
本
動
作
を

中
心
に
訓
練
を

し
ま
し
た
。

恒
例
、
消
防
団
春
の
教
養
訓
練

消防署職員指導のもと行われた服装点検

緊張した面持ちで話しを聞く新入生たち（昭和中）

４
月
９
日
（
月
）、
村
内
の
小
中
学
校
４
校

で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
に
入
学
式
が
行
わ
れ
た
昭
和
中
学
校
で

は
、
85
人
が
新
た

に
入
学
。

吉
澤
博
通
校
長

は
入
学
式
に
際
し

「
中
学
校
生
活
の

３
年
間
は
成
長
の

時
期
、
悩
ん
だ
り

迷
う
こ
と
は
成
長

の
証
、
思
い
や
り

の
心
を
持
ち
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

期
待
と
不
安
で
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生

は
、
真
剣
に
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
村
内
各
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ

れ
、
南
小
学
校
で
は
45
人
の
新
入
生
が
元
気
よ

く
入
学
式
の
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
に
入
場
し

ま
し
た
。

ま
た
、
東
小
学
校
で
は
23
人
の
新
入
生
が
、

大
河
原
小
学
校
で
は
12
人
の
新
入
生
が
新
し
い

学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

村
内
各
小
中
学
校
で
入
学
式

緊張感あふれるポンプ操法 元気よく体育館に入場（南小）

トンネル付近の作業の様子
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昭
和
村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事
業
が
３
月
19

日
か
ら
24
日
の
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
産
業
青
年
を
海
外
に
派
遣
す

る
こ
と
で
、
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
質
の
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
青
年
を
育

成
す
る
事
が
目
的
。
村
独
自
の
事
業
と
し
て
３

年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
保
坂
貴
仁
さ
ん

（
鎌
沢
）、
綿
貫
直
樹
さ
ん
（
森
下
中
）、
諸
田

和
浩
さ
ん
（
森
下
中
）、
廣
田
豊
さ
ん
（
鎌
沢
）、

真
下
勝
行
さ
ん
（
森
下
中
）
の
農
業
青
年
５
名
。

１
日
目
・
２
日
目
、
一
行
は
世
界
自
然
遺
産

の
「
ウ
ル
ル
・
カ
タ
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
」
を
視

察
。
世
界
最
大
級
の
単
一
の
岩
石
で
先
住
民
族

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
聖
地
で
あ
る
〝
ウ
ル
ル
（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
〞
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

３
日
目
に
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
を
視
察
し
、
４
日

の
午
後
は
、
ケ
ア
ン
ズ
郊
外
の
ア
サ
ー
ト
ン
高

原
農
業
地
帯
と
農
産
物
直
売
所
を
視
察
。
大
型

機
械
に
よ
る
大
規
模
栽
培
、
農
産
物
の
直
売
状

況
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

巨大アリ塚の前で記念撮影

命の尊さを説いた瓶割りの図

由来碑の前で語っていただいた
阿部さん（左）と角田さん（右）

橡
久
保
区
で
は
４
月
15
日
（
日
）、
春
の
お

祭
り
に
合
わ
せ
千
賀
戸
（
ち
か
と
）
神
社
の
由

来
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
由
来
碑
は
、
子
ど
も
達
に
由
来
を
な
か

な
か
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
経
験
か
ら
、
氏
子

総
代
の
阿
部
一
吉
さ
ん
が
提
案
。
神
社
の
歴
史

が
時
代
と
と
も
に
忘
れ
去
れ
な
い
よ
う
に
と
、

同
地
区
南
部
在
住
で
前
昭
和
村
教
育
長
の
角
田

勝
美
さ
ん
に
由
来
の
調
査
を
依
頼
し
た
も
の
。

角
田
さ
ん
は
調
査
に
２
年
か
け
て
由
来
を
ま

と
め
、
そ
の
後
１
年
か
け
て
阿
部
一
吉
さ
ん
と

検
討
を
行
い
由
来
碑
の
除
幕
に
至
り
ま
し
た
。

由
来
碑
は
、
表
側
に
祭
神
や
由
来
、
ご
利
益

等
が
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
側
に
は
現
存
す
る
千

賀
戸
神
社
の
棟
上
げ
の
様
子
が
詳
し
く
書
か
れ

た
古
文
書
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
千
賀
戸
神
社
は
、
瓶
を
割
っ
て
中
で
お

ぼ
れ
て
い
た
子
供
を
救
っ
た
「
瓶
割
り
の
図
」

な
ど
、
本
殿
の
４
面
に
中
国
の
故
事
な
ど
か
ら

引
用
さ
れ
た
見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
お
り
、

文
化
遺
産
と
し
て
も
大
変
貴
重
な
も
の
。

角
田
さ
ん
は
「
昔
の
伝
承
や
資
料
が
ど
ん
ど

ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
今
回
の
由
来
碑
で
子

ど
も
た
ち
が
地
域
を
知
り
、
物
や
人
を
大
切
に

す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

千ち

賀か

戸と

神
社
で
由
来
碑
の
除
幕

産
業
青
年
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
視
察

村内小中学生も参加し行われた植樹

千
年
の
森
で

桜
の
木
の
植
樹

４
月
８
日
（
日
）、
松
ノ
木

桜
地
区
内
に
あ
る
千
年
の
森
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
桜
の
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

千
年
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
は
、
本
格
的
な
サ
ッ
カ
ー
施

設
と
し
て
（
株
）
タ
ウ
ザ
ン
ト

ヴ
ァ
ル
ト
に
よ
り
、
昨
年
12
月

よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
７
月
よ
り
オ
ー
プ
ン

の
予
定
。

こ
の
日
は
村
内
小
中
学
生
や

そ
の
保
護
者
な
ど
お
よ
そ
100
名

が
参
加
。
桜
の
苗
木
を
サ
ッ
カ

ー
グ
ラ
ン
ド
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
植
樹
し
ま
し
た
。
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「
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
を
し

て
き
た
け
ど
今
は
み
ん
な
良

い
思
い
出
」
と
語
る
戸
丸
信

義
さ
ん
、
ぶ
ん
さ
ん
夫
婦
。

「
母
親
の
介
護
と
子
育
て

が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
本
当

に
苦
労
し
た
」
と
ぶ
ん
さ
ん

は
振
り
返
り
ま
す
。
当
時
ト

ビ
職
を
し
て
い
た
信
義
さ
ん

は
「
稼
ぐ
た
め
に
休
み
な
し

で
働
い
た
」
そ
う
で
す
。

今
で
は
子
供
も
結
婚
し
、

二
人
は
オ
ス
猫
の
チ
ャ
コ
ち

ゃ
ん
と
気
ま
ま
な
生
活
を
満

喫
。「
昔
苦
労
し
た
か
ら
こ

そ
、
今
は
気
楽
に
暮
ら
し
て

い
ら
れ
る
」
と
ぶ
ん
さ
ん
。

「
体
が
丈
夫
な
と
き
は
年

中
旅
行
を
し
て
い
た
」
と
語

る
信
義
さ
ん
は
、
病
気
を
患

わ
れ
た
た
め
現
在
静
養
中
。

「
沖
縄
に
も
２
回
行
っ
た
が
、

一
番
良
か
っ
た
の
は
北
海
道
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

ぶ
ん
さ
ん
の
趣
味
は
文
化

刺
し
ゅ
う
。
他
に
も
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
な
ど
積
極
的
に
趣

味
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
お
二
人
の
夫
婦
円

満
の
秘
訣
は
「
我
慢
と
ケ
ン

カ
」
。
「
我
慢
す
る
と
こ
ろ

は
我
慢
し
て
、
時
々
ケ
ン
カ

も
し
な
が
ら
」
の
50
年
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、「
二
人
で
気
楽

に
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い
」

と
ぶ
ん
さ
ん
。
信
義
さ
ん
は

「
６
人
い
る
孫
の
晴
れ
姿
を

見
る
の
が
楽
し
み
」
と
の
こ

と
。
こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。

戸　丸　信　義さん (73歳)
ぶ　んさん (72歳)

・森下下

「
二
人
で
気
楽
に
の
ん
び
り
と
」 （昭和32年３月22日結婚）

４月１日から７日にかけて、第27回全日本学童軟式野球利根沼田支部予選会が行われ、昭和イーグルス

が劇的な延長戦の末、優勝を飾りました。

この支部予選会は、第27回高円宮賜杯全日本

学童軟式野球大会及び第30回関東学童軟式野球

大会の支部予選会として行われ、優勝・準優勝

したチームは群馬県大会に出場できます。

最終日となった４月７日、沼田市営球場で決

勝戦が行われ、７回裏、１対４と劣勢に立たさ

れた昭和イーグルスですが、この回一挙３得点。

同点に追いつくと、延長戦を７対６とわずかな

差で競り勝ち逆転優勝しました。

また、県大会は４月28日から始まり、前橋市

民球場で行われた１回戦は７対５で勝利。県営

敷島球場で行われた２回戦は惜しくも敗退しま

した。

昭和イーグルスが全日本学童支部大会で優勝

見事な逆転劇を演じ優勝した昭和イーグルスナイン
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ご
意
見

●
昭
和
広
報
い
つ
も
楽
し
い
で

す
。村

内
の
小
・
中
学
校
の
事

や
、
小
さ
い
子
で
も
分
か
る
よ

う
な
、
記
事
を
の
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

●
〝
交
流
ひ
ろ
ば
〞
の
紙
面
、

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。地
元
密
着
で
、

知
っ
て
い
る
人
が
載
っ
て
い
る

と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

●
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
長
期
の
入

浴
券
（
１
ヶ
月
、
３
ヶ
月
、
６

ヶ
月
等
）
が
あ
れ
ば
利
用
者
も

定
期
的
に
安
く
行
け
て
良
い
と

思
い
ま
す
が
･
･
･

せ
っ
か
く
の
温
泉
な
の
で
多
く

の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

感
謝
す
る
こ
と

金 井 直 樹 さん

(赤城原第二・21歳)

私
は
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
生
き
て
き
た
。
家
族
、

友
人
、
先
輩
、
後
輩
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
私
を
支
え
て
き

て
く
れ
た
。
で
も
、
一
番
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
両
親
だ

と
思
う
。
行
き
た
い
学
校
、
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
、
や
り
た
い
事
、

両
親
は
そ
れ
を
全
部
や
ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
お
陰
で
、
生
き
て

い
く
上
で
必
要
な
経
験
を
た
く
さ
ん
す
る
事
が
で
き
た
。

今
で
は
、
仕
事
に
も
慣
れ
、
班
長
と
い
う
立
ち
場
で
仕
事
を
し

て
い
る
が
、
両
親
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
。
支
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
今
後
は
私
が
支
え
、
両

親
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
両
親
に
一
言
、「
あ
り
が
と
う
。」

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
人
の
世
話
に
な
る
と
思
う
が
、
感
謝

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
き
た
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
生
方
隼
人
さ
ん
（
21
歳
・
追
分
）
で
す
。



ふれあいグリーンパークで美里町とサッカー交流

ボランティア協議会がゴミ拾いを実施

作業の合い間にパチリ

４月16日（月）、昭和村ボランティア協議会のみなさんが県道下

久屋渋川線の片品川沿い及びアクセス道路のゴミ拾いを行いました。

ボランティア協議会は村内各地区の有志が集まり、現在では会員

数132名。ゴミ拾いは平成２年の発足当時より、奉仕活動として毎

年行っているものです。

このゴミ拾いについてボランティア協議会長の堤みゑさんは「会

員のみなさんが、自発的にまた楽しく活動しているからこそ、続け

ていけるんです」とコメント。

ボランティア協議会のみなさんどうもありがとうございました。

村民ゴルフ大会開催
４月18日（水）、村民ゴルフ大

会が開催されました。今年で18

回目を迎えるこの大会は個人の部

及び、団体の部で争われるもので、

各地区から151人が参加。

個人の部では藤澤昇さん（藤井）

がみごと優勝。団体の部では川額

が優勝、次いで２位昭和中央、３

位貝野瀬という結果になりまし

た。

ピッチ上では白熱した試合が展開

1 2

４月30日（月）、昭和村・キヤノン電子・美里町サッカー交流会
が、昭和村総合運動公園で開催されました。
これは、ふれあいグリーンパークの完成記念事業として、完成

に大きく寄与されたキヤノン電子(株)の事業所がある埼玉県美里町
と昭和村との交流を目的に実施されて今年で２回目。
今回は社会人から小学生までの10チーム、約360人が交流会に

参加。
ピッチ上では白熱した試合が展開され、ピッチの外では昭和村

のお母さん達よりみそおでんが振る舞われるなど、交流を深めて
いました。

４月22日（日）、平成18年度に結婚された新

婚さんの記念植樹が、旧利根沼田森林管理署糸

之瀬苗畑で行われました。

対象となったのは、18年４月から19年３月に

婚姻届を提出し、村に居住している夫妻29組。

この日は12組の夫婦が参加し、桜の木の植樹に

汗をながしました。

桜の記念植樹は、やさしい村づくり、うつく

しい村づくりの一環として、村の木である桜の

植樹を行うことで、新婚夫婦相互の交流と親ぼ

くを図ることを目的に平成14年度より始まり

今年で6回目。

植樹の仕上げには、各夫婦が名前と思い思い

のメッセージをつづったプレートを桜の木に取

り付けました。

桜の植樹に夫婦で汗

新婚さんが桜の木の記念植樹

ナイスショットZ



「昭和の日」を記念してイベントを開催

４月29日（日）、村内各地で「昭和の日」を祝い、イベントや村内

施設が無料解放されました。

「昭和の日」は、国民の祝日に関する法律が改正されたことにとも

ない、今年から「みどりの日」に替わって定められた祝日で、「昭和

の日のイベントを成功させる会」が、昭和村農産物直売所旬菜館駐車

場でイベントを開催しました。

「昭和の日はまさに昭和村をＰＲできる絶好の機会、元気な昭和村

と新鮮な農産物のＰＲをし、村でたくさんの思い出を作ってもらおう」

と、赤城高原農業観光協会会長の後藤忠彦さんらが会を立ち上げイベ

ントを企画。農産物直売所旬菜館の協力を得て、実施されたものです。

当日は餅つきの実演や豚汁・イチゴ大福の無料配布、生越太鼓によ

る和太鼓の演奏や野点（のだて）など盛りだくさんの内容で行われ、

訪れたおよそ３,５００人の来場者はイベントを楽しんでいました。

また、この日は村内施設が無料開放され、総合運動公園では少年野

球チームが試合を行い、村総合福祉センター「昭和の湯」では入館料

を無料にし、８００人を超えるたくさんの来場者でにぎわいました。
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イベント開会式の様子

澄みきった空の下行われた野
の

点
だて

少年野球の試合が行われた総合運動公園

無料開放された「昭和の湯」

つきたての餅はいちご大福に
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前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）
を
記
念

し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
県
内

の
市
町
村
64
か
所
に
お
い
て
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
人
権

問
題
や
困
り
ご
と
な
ど
で
悩
ん
で

い
る
方
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
特
設
相
談
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

■
会
場

役
場
会
議
室
　

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課

第
34
回
村
敬
老
会
を
５
月
28
日

（
月
）
に
行
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
に
は
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
場
所

村
公
民
館

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

４
月
１
日
か
ら
、
３
歳
未
満
の

第
１
子
及
び
第
２
子
の
お
子
さ
ん

に
支
給
さ
れ
る
手
当
額
が
、
月
５

千
円
か
ら
１
万
円
に
拡
充
さ
れ
ま

す
。今

回
の
改
正
で
は
、
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
、
特
段
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

３
歳
以
上
の
児
童
の
手
当
額
に

つ
い
て
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で

す
。児

童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

（
所
得
制
限
あ
り
）
支
給
さ
れ
ま

す
。
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

体
験
教
室
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時

６
月
９
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
　
村
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
昭
和
の
湯
出
発

■
行
き
先

月
夜
野
ビ
ー
ド
ロ
パ

ー
ク
（
日
帰
り
）

■
内
　
容

吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
※

プ
ロ
に
よ
る
１
対
１
の
指
導
有
り

■
対
　
象

母
子
家
庭
の
母
と
子

及
び
寡
婦
。

■
参
加
費

母
・
寡
婦
３
、
６
０

０
円
・
子
供
３
、
０
０
０
円
（
母

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
21

村
敬
老
会
は

５
月
28
日
（
月
）
で
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

児
童
手
当
の
支
給
額
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

保
健
福
祉
課
　
内
線
25 昨年の様子

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
参
加
者
の
募
集

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

胃ガン検診・大腸ガン検診を行います。対象者
は必ず受診してください
■対象者 40歳以上（昭和43年４月１日以前に
生まれた方）
■検診上の注意 ①検診前夜８時以降は飲んだり
食べたりしない。②検診当日はたばこを吸わない
でください。③腹部を締め付けない服装で、下着
類は金具のないものを着用してきてください。④
問診票は必ず記入して、持参してください。⑤健
康手帳を持参してください。
■受付時間 午前８時～９時30分（保健センタ
ー・地域活性化センターは10時まで受付）
■検診料 無料
■その他 問診票がない場合は、問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ 保健福祉課

胃ガン・大腸ガン検診を実施します
永 井 住 民 セ ン タ ー

堤 商 店 出 荷 所

大 河 原 住 民 セ ン タ ー

生 越 住 民 セ ン タ ー

赤 城 原 区 民 館

追 分 住 民 セ ン タ ー

川 額 集 落 セ ン タ ー

地 域 活 性 化 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

地 域 活 性 化 セ ン タ ー

貝野瀬農業構造改善センター

地 域 活 性 化 セ ン タ ー

貝野瀬農業構造改善センター

保 健 セ ン タ ー

永井

入原

中野、長者久保、大河原

生越

赤城原、松ノ木平

追分、赤谷

川額

鎌沢、入沢、橡久保

吹張、宿、中宿､中内出､常木､滝寺､南内出､上内出

上組・中組・下宿

田岸、大堀

他で受けられなかった人

滝久保、池原

他で受けられなかった人

6／ 1 (金)

6／ 6 (水)

6／ 7 (木)

6／ 8 (金)

6／18(月)

6／19(火)

6／22(金)

6／25(月)

6／26(火)

7／ 3 (火)

7／ 9 (月)

7／13(金)

7／17(火)

7／18(水)

期　日 場　　所 対　象　地　区



1 5

■もんだい
今月号では村内各小学校に入学した
新１年生について紹介しました。
今年の新１年生は食べ物に関する職
業、なかでもケーキ屋さんになりたい
と思っている子が多いようです。
さて、問題です。村内３校に入学し
た新１年生は全員で何人でしょうか。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝６月１日(金)。s発表＝６月号「広報
しょうわ」。s答えは必ずハガキに書き、下記要領
で応募してください。

u４月号のクイズの答えは、「32億」でした。
応募総数は３通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

久
に
会
ひ
て
ゴ
ル
フ
談
義
も
い
つ

し
ら
に
友
ら
は
憂
ふ
蒟
蒻
の
値
を

今
井
　
恭
三
郎

妻
に
逝
か
れ
し
友
が
一
人
で
薯
植

ゑ
る
女
物
ら
し
き
襟
巻
き
を
ま
き

新
木
　
武
治

短
大
終
え
職
定
ま
り
し
を
告
げ
に

来
し
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
ぞ
か
す
孫
大

人
び
て
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

彼
岸
会
に
集
ひ
し
老
ら
い
つ
の
日

か
清
々
し
き
住
職
に
導
か
れ
逝
か

ん
　
　
　
　
　
　
　
新
木
　
た
き

農
道
を
「
お
馬
の
親
子
」
の
童
謡

を
新
園
児
乗
せ
し
バ
ス
流
し
ゆ
く

阿
部
　
ト
シ
子

垣
根
越
し
に
二
人
子
の
歓
声
伝
ひ

来
る
ク
ロ
ッ
カ
ス
跨
ぐ
小
さ
き
靴

跡
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
静
恵

初
運
転
の
孫
は
隣
に
母
を
乗
せ
静

か
に
し
ず
か
に
発
進
し
た
り

堤
　
あ
さ
江

百
円
の
葱
の
量
の
多
か
り
き
農
の

た
つ
き
の
厳
し
さ
身
に
し
む

金
井
　
松
枝

歯
で
糸
を
ピ
チ
リ
と
切
り
し
若
き

日
を
想
い
恋
い
つ
つ
鋏
を
使
う

中
村
　
敏
子

「
忠
孝
」
と
名
士
の
書
き
し
額
か

か
げ
世
に
忠
実
な
父
は
今
亡
く

林
　
と
み
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

戯
れ
っ
子
の
頬
赤
く
し
て
春
の
風
　

杉
木
　
哲
二

水
温
む
棚
田
に
写
つ
る
夕
日
か
な

花
茂
　
喜
右

も
の
の
芽
の
ひ
そ
と
解と

か
れ
し
山

の
寺
　
　
　
　
　
　
　
林
　
町
子

牡
丹
の
芽
赤
く
小
さ
く
土
割
り
て

坂
田
　
保
男

水
温
む
小
桶
に
う
つ
す
姥
の
顔

大
河
原
　
一
郎

東
風
吹
く
や
春
の
匂
い
を
撒
き
な

が
ら
　
　
　
　
　
　
小
林
　
仁
作

春
一
番
胸
の
憂
さ
ま
で
吹
き
抜
け

ず
　
　
　
　
　
　
　
梅
沢
　
ま
つ

東
雲
の
裂
け
一
筋
の
御
慶
か
な

狩
野
　
亀
男

★中　川　裕　稀　 ( 13歳)

★倉　澤　寿　匡　 ( ４歳 )

根 岸

根 岸

応募規定

子
会
員
は
８
０
０
円
引
）
※
ガ
ラ

ス
体
験
・
昼
食
代
等
を
含
み
ま
す

■
定
　
員

30
人

■
締
　
切

５
月
31
日
（
木
）
※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
　

■
申
込
先

村
社
会
福
祉
協
議
会

1
２
０
―
１
１
２
６

平
成
19
年
は
、
５
年
に
１
度
の

調
査
の
年
で
す
。
６
月
１
日
現
在

で
、
全
国
の
商
業
（
卸
売
業
・
小

売
業
）
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所

（
店
舗
）
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
事
業
所
に
う
か
が
っ

て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
後
日
、
回
収
に
う
か
が

い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
４
　
１
０
０
円
で

す
。納

付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
（
翌
月
末
日
が
休
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
）
で
、
次
の

と
お
り
で
す
。

４
月
分
　
19
年
５
月
31
日(

木)

５
月
分
　
　
　
７
月
２
日(

月)

６
月
分
　
　
　
７
月
31
日(

火)

７
月
分
　
　
　
８
月
31
日(

金)

８
月
分
　
　
　
10
月
１
日(

月)

９
月
分
　
　
　
10
月
31
日(
水)

10
月
分
　
　
　
11
月
30
日(
金)

11
月
分
　
20
年
１
月
４
日(

金)

12
月
分
　
　
　
１
月
31
日(

木)
１
月
分
　
　
　
２
月
29
日(

金)

２
月
分
　
　
　
３
月
31
日(

月)

３
月
分
　
　
　
４
月
30
日(

水)

十
分
な
所
得
や
資
産
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、

国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国

税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分

（
財
産
差
押
え
）
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料

の
納
付
は
、
口
座
振
替
の
「
早(

は

や)

割(

わ
り)

」
が
お
得
で
便
利
で

す
。
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付

期
限
よ
り
１
か
月
早
め
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
が
１
か
月
当
た
り

50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先
　
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１

６
１
１

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
課
　
内
線
31

，



おまわりさんからのお知らせ

６月２日より中型自動車免許が新設されます
道路交通法改正にともない、６月２日（土）より

中型自動車免許が新設されます。

■現在普通免許を持っている方 運転できる車の大

きさの範囲は、車両総重量８トン未満、最大積載量

５トン未満の車両であれば今までどおり運転できま

す。

■６月２日以降に運転免許を取得する方 普通免許

で運転できる車両は、車両総重量５トン未満、最大

積載量３トン未満、乗車定員１０人以下の車両とな

ります。

また、中型免許（車両総重量１１トン未満、最大

積載量６.５トン未満、乗車定員２９人以下）を取得

するには、次のような方法があります。

●運転免許試験場で行う技能審査に合格する

●教習場で所定の教習を受講、審査に合格する

（※詳しくは各教習場へ直接お問い合わせくださ

い）

詳しくは沼田警察署交通課1２２－０１１０まで

る
方
は
、
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

平
成
19
年
６
月
15
日

（
金
）
午
後
２
時
か
ら

▼
場
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

沼
田
（
沼
田
公
共
職
業
安
定
所
）

1
２
２
―
８
６
０
９

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
６
月

を
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」

と
定
め
、
職
場
に
お
け
る
男
女
均

等
に
つ
い
て
の
社
会
一
般
の
認
識

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
全
国
的

に
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
テ
ー
マ
を
「
男
性
も

女
性
も
　
み
ん
な
に
チ
ャ
ン
ス
!!

性
別
で
は
な
く
〝
そ
の
人
〞
を
み

て
ま
す
か
？
」
と
し
、
本
年
４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
に
基
づ
き
、
労

働
者
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
か
つ
、
働
く
女
性
が

母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
雇
用
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

募
集
・
採
用
を
始
め
と
し
た
女
性

に
対
す
る
差
別
の
他
、
男
性
に
対

す
る
差
別
、
ま
た
妊
娠
・
出
産
等

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
り
扱
い

に
つ
い
て
十
分
に
周
知
し
、
社
会

一
般
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、
６
月

の
１
ヶ
月
を
月
間
と
し
て
定
め
実

施
し
ま
す
。
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刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
、
暴
力

団
員
な
ど
に
よ
る
各
種
被
害
、
不

当
な
要
求
行
為
、
債
権
取
立
、
不

動
産
の
売
買
・
賃
借
の
問
題
、
交

通
事
故
示
談
等
民
事
介
入
問
題
、

そ
の
他
暴
力
団
（
員
）
な
ど
に
関

す
る
一
切
の
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時
・
場
所
①
５
月
30
日

（
水
）
午
後
１
時
〜
３
時
・
群
馬

県
青
少
年
会
館
②
６
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
・
太
田
市
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場

▼
相
談
員

弁
護
士
、
警
察
官
、

暴
力
追
放
相
談
委
員

▼
そ
の
他

当
日
は
電
話
に
よ
る

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
特
設
電

話
番
号
1
０
２
７
―
２
２
３
―
９

３
８
６

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
群
馬
県
暴

力
追
放
県
民
会
議
1
０
２
７
―
２

５
４
―
１
１
０
０

自
動
車
税
は
、
道
路
・
学
校
の

建
設
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
県

民
の
安
全
の
確
保
な
ど
「
住
み
良

い
郷
土
づ
く
り
」
の
財
源
と
し
て

大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
税
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
自
動
車

税
事
務
所
1
０
２
７
―
２
６
３
―

４
３
４
３
、
沼
田
県
税
事
務
所
1

２
２
―
４
３
３
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田
で
は
、
平

成
20
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
（
中
学
・
高
校
・
大
学
等
）
を

募
集
す
る
事
業
主
を
対
象
と
し
た

求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

新
卒
者
の
募
集
を
予
定
し
て
い

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
木
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

◆
沼
田
県
税
事
務
所

事
業
主
を
対
象
と
し
た

求
人
説
明
会
を
行
い
ま
す

◆
沼
田
公
共
職
業
安
定
所

一
日
暴
力
団
無
料
相
談
所
を

開
催
し
ま
す

◆(

財)

群
馬
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

６
月
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
」
で
す

◆
群
馬
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

▼
お
知
ら
せ



そうだんがいど

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：５
月31日（木）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：６月１
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

交通事故の賠償や保険請求、示
談などでお困りの方は、ご相談く
ださい。専門の相談員が相談に応
じます。◆日時：毎週月曜日～金
曜日 午前９時～午後５時◆会
場：大同生命前橋ビル５階

軽自動車税全期、固定資産税１

期、下水道使用料１期は５月31

日（木）が納期です。完納にご協

力ください。

今・月・の・納・期

女性相談センター

交通事故相談

こころの相談

健康相談

1 7

４
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

わが村の人口

人　口　7,870人　(＋５)
男　　3,893人　(＋７)
女　　3,977人　(－２)

世帯数　2,253人　(±０)
※（ ）内は前月比

５月１日現在（住民基本台帳人口）

・
阿
部
　
陽
向

ひ
な
た

く
ん

さ
ん
の
子
３
月
１
日
生

伏
　
田
・
竹
之
内
　
乙い

ち

恋ご

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
３
月
30
日
生

吹
　
張
・
今
井
　
凰こ

う

雅が

く
ん

さ
ん
の
子
４
月
10
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
内
出
　
金
子
　
憲
裕
さ
ん

74
歳
　
４
月
２
日
没

追
　
分
　
星
野
と
よ
さ
ん

75
歳
　
４
月
16
日
没

中
　
宿
　
南
波
　
き
よ
さ
ん

87
歳
　
４
月
17
日
没

森
下
中
　
青
木
　
�
夫
さ
ん

99
歳
　
４
月
21
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

訂
正
と
お
詫
び

広
報
４
月
号
・
Ｐ
17
の
う
ぶ
ご
え

で
、
加
藤
真
優
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
が

３
月
13
日
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

２
月
28
日
の
誤
り
で
し
た
。

お
な
じ
く
林
瑚
雪
ち
ゃ
ん
の
行
政

区
が
中
野
下
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
中
野
上
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

松
ノ
木
平

第
　
　
二

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

伸
　
明

宏
　
美

直
　
樹

由
　
理

陽
　
平

ゆ
か
り

平成19年６月から、個人住民税に関して大きな改正が行われます。
これにより皆さんが納めている住民税の負担額が大きく変わります。

個人住民税の税率が従来の５％、10％及び13％の３段階から、一律10％に統一さ
れます。
結果として、多くの方について住民税額が増加となりますが、併せて所得税の税率

の改正が行われ所得税額が減少となりますので、税源移譲前後で所得税と住民税を合
わせた負担額は変わりません。

税源移譲による負担額の変動はありませんが、定率減税の廃止により、所得税及び
住民税の負担額は増加することとなります。

◎夫婦＋子供２人：給与収入５００万円の場合（配偶者及び子供収入なし）

「所得税＋住民税」の１９５,０００円は変わりません。
（子供のうち一人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）

◎定率減税の廃止による所得税及び個人住民税の増加額（年額）

①国（所得税）から地方（住民税）への税源移譲

②所得税・住民税の定率減税の廃止

平成19年度から
住民税が大きく変わります税源移譲

a

移譲前 所得税　１１９,０００円 住民税　７６,０００円

住民税　１３５,５００円所得税　５９,５００円移譲後

（単位：円）

（夫婦子２人：子供のうち一人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）

給与収入
３００万円

所得税 住民税
700

4,900
0

12,400

所得税 住民税
5,700
12,300

11,900
25,800

所得税 住民税
14,700
20,000

26,300
47,400

所得税 住民税
20,000
20,000

68,800
96,600

５００万円 ７００万円 １０００万円

夫婦子２人
独　身




